苦しくな つた。 慕 ふと はい ひきれ な いまでも、 やはり 

自分 は 余程、 三千 雄 を 好いて ゐ るに は 違 ひない …… キ 

ェは、 夜になる と、 やはり、 そんな こと を考 へ、 いつ 

そ 滅茶苦茶 に 引ずり 回 してやら うか —— な どと いふ 悩 

ましい 妄想に 駆り立てられ もした。 

ハネ釣 籠の 井戸端で、 キエ は麗ら かな 朝 陽 を 浴びな 

がら 洗濯の 音を立て、 ゐた。 両親 も 兄 達 も 野良へ 出か 

けて、 キエ は 毎日 別段、 特に 留守番の 必要 もない 家 だ 

が、 手伝 ひに 出る と、 近所の 若者 どものから かひが 煩 

さかった。 それ も、 調子 を 合せて ゐれば 何でもな いわ 

けなんだ が、 淫らな こと を 口にして は ゲラ/ \ と嗤っ 



たり、 ふざけた りする のが、 前に は それほどで もなか 

つたのに、 ちかごろ は 何う も堪 まらな く 退屈だった。 

「キエの アマ は、 町から 帰ったら、 おつに 器量で も 鼻 

にかけ てゐる 見たい に、 済まし こんで ゐるぢ やない か _ 

大方、 町に、 生白い 男で も 出来 たづら！」 

そんな こと を 聞く と、 キエ は、 三千 雄に 余裕 あり 気 

な 態度ば かり 示して 来た 自分が、 つまらぬ 慎し みで あ 

つた やうに 思 はれ、 さうよ、 可愛い 男が あるんだ よ I 

I とで も 突き返して やりた くさへ なった。 

「 …… つまらぬ こと を 何て、 まあ、 自分 は 馬鹿な 

女 だら う …… 」 



キエ は、 ふと、 自分の 耳 を 疑った が、 驚いて 水 端 か 

ら 駆け出して 行く と、 生垣の 蔭に 三千 雄が 兎の やうに 

息を殺して \ィ んでゐ た。 

「まあ …… 」 

キエ は、 しかし、 飛び あがりたい ほど 嬉しかった。 

「うちの 人、 居る の？」 

「 若し、 居た つて 関 やしません けど？」 

キエ は、 新しい 春の 脊広を 着て ス ー ッ. ケ —ス など 

を携 へて ゐる 三千 雄に、 何う 訊いたら？ と 迷 はずに 

は 居られなかった。 

「僕、 うち を 黙って 飛び出して 来て しまったん だけど 



…：- J 

「でも、 わたし は …… ？」 

「阿 父さんに 会っても 好い よ、 僕 は —— 」 

三千 雄 は、 うつむいて 垣根の 白い 花 を 握って ゐるキ 

ェの 肩に 腕 をのせ た。 その 腕の 先が 微かに 震へ てゐる 

の を、 キエ は 感じた。 

「誰も ゐ ません よ。 お 這 入りになる？」 

花に 舞って ゐる 蜂の 翅の 音が 聞え る ほど、 静かな、 

明るい 真昼 時だった。 

「僕と 約束した こと を、 思 ひ 返した とい ふわけ ぢ やな 

いだら うね？」 



東京の、 三千 雄が 新しく 移る 親戚の 方に 手伝 ひに 来 

て 貰 ひたいから —— と、 はなす と キエの 家の 者 は 別段 

に 有無 もなかった。 

「貧乏しても 好い か？」 

「だって、 それだけ 貰 へれば、 貧乏す る こと もな いぢ 

やありません か —— -」 

「でも、 学校 を 出たら 屹度、 貧乏す る だら うと 思 ふん 

だよ ご 

「 —— そ んな 心配 ございません わご 

と キエ は、 明るく わらった。 キエ は バスケット を さ 

げて、 麦畑の 畦 道 を、 男に 遅れば せに 歩いて ゐた。 齢 



と 三千 雄 はわら つて、 両頰を 赤らめた。 

「 …… 滝、 観て 行きたい わご 

キエ は、 それぐ らゐ でも 我儘 をい つて 見た のが 面白 

かった。 

滝へ 昇り 口の、 知合 ひの 家に 持物 を 預けて、 森に 差 

しか ゝ ると、 人通り もな く、 昼間で も 深い 繁 みで 薄暗 

かった。 II 崖径を 脇へ 外れて、 二人 は 熊笹 や 万年 草 

の 生えた 勾配 を 昇る と、 滝の 音が 脚下に 聞え る 岩の 蔭 

に 達した。 

「どうして、 此方に 誘った か、 解ります？」 

灰色に 乾いた 屛 風の やうな 岩の 蔭に、 憩みながら、 
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